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初めての時の進⾏⽤スライド



まずテストプレイをします。

代表1チームで。

皆でそこに集まります。



⼿順１

4⼈組みになる。

進⾏・時計・記録係として
更に1名加わるとスムーズです。



⼿順２

箱から中⾝を出す。
カードの⽂⾔を⾒ても結構です。
シート類は広げ、
カードは袋から出します。



⼿順３

じゃんけんをする。
勝った⼈は、バッジを1つ選び、
残りをメンバーに配ります。
お薦めの配置 →  [次項]



お薦めの配置 [⾚→⻩→⻘→緑]

例：「⻘」を選んだなら
時計回りに「緑」「⾚」「⻩」
を渡します。



⼿順４

役カードを並べる。
⾃分の⾊のカード（10枚）を
⼿元に並べます。
その中の「全員モード」（4枚）
袋にしまいます。



⼿順５

TOIカードを並べる。
TOIカード（50枚ある）をよく
きって、⼀⼈5枚ずつ取ります。
⼿元に並べます。



⼿順６

テーマを決める
テーマリスト・シートを⾒て、
せーので⼀⻫に指差します。
決まらない時は10番を選びます



さて、いよいよスタートです。

先のじゃんけんで
勝った⽅から
始めます。



⼿順７（1週⽬）

TOIカードを使う。
TOIカードの⽂⾯から発想し
テーマに即したアイデアを
発⾔します。



⼿順７補⾜

1⼈の持ち時間は30秒。

アイデアを発⾔できたら
そのカードを場に捨てます。

できない時はパスです。⼭から
1枚、TOIカードを取ります。



⼿順７補⾜２

番は、順に時計周りに進みます。

1周するまで、続けます。



⼿順８（2週⽬）

役カードを使う
カードに指⽰が書かれています。

指⽰内容に沿って30秒以内に
発⾔できればカードを捨てます。



⼿順８補⾜

⻩・緑・⻘は、指⽰内容に沿って
アイデアを発⾔します。

⾚は、指⽰内容に沿って
出されたアイデアを褒めます。



⼿順８補⾜２

⾚は、特別な役があります。

誰かが「批判」をしたら
「今は批判禁⽌ですよ」と⾔い
⾚のカードを1枚捨てます。



⼿順８補⾜３

このゲームは終了時にカードが
最も少ない⼈が勝ちです。

⾚がどんどん有利になるのを
防ぐために「批判」をしない
ようにしましょう。



慣れるまでの進⾏のコツ

アイデアの内容が
だいたいOKなら
OKとして結構です。
気軽に進めます。



⼿順９（3順⽬〜）

カードを使う
3順⽬以降は、「TOI」「役」の
どちらのカードでも結構です。



テストプレイでは
3順⽬はしません。

次の4枚の「補⾜」を説明し、
テストプレイを終了します。



補⾜１
⾃分の番以外の時も
どんどん発⾔して結構です。
相槌・肯定的なあいのて・
便乗したアイデア、を出すことは
良い効果があります。
（⾃分の番で、発⾔も出しやすく

なる効果もあります。）



補⾜２
活発にアイデアを出すことは、
好ましいことであり、
推奨します。

しかし、⾃分の番でない時は、
アイデアを発⾔しても
カードは減らしません。



補⾜３
ゲームは
「15分経過する」
か
「カードを使いきる⼈が出た」
時点で
1ラウンド終了です。



補⾜４
1ラウンド終了後、
カードの最も多い⼈に
知的な罰ゲームがあります。

負けないように、
できるだけパスをせず
アイデアを出しましょう。



以上がテストプレイです。

ここまで、
5分〜10分です。



ここからは、
各グループで
同様に実践します。



（もし進⾏役の⽅がいれば）

進⾏役の⽅は
迷ったら
クイックルールを
⾒て進めます。



会話ゲームだ、ととらえて
楽しく進めることが効果的です。

判断に迷ったら、
ルールを、
独⾃に作っても
結構です。



クイックルール
です。

印刷する場合
A3、カラーが
お薦めです。
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